
日時・会場

令和5年2月17日（金） 13:15～16:30

参加費：無料

対 象

応募方法

企業における安全衛生担当者等

申込書を中災防のホームページ（「中災防17回交流会申込書」

中央労働災害防止協会 技術支援部 国際課

〒108-0014 東京都港区芝5-35-2 担当 高井・太田

第17回 海外進出 安全衛生

事務局（お申込み・お問合わせ）

海外における安全衛生ネットワーク構築のために

情報交流会

TEL: 03(3452)6297/ FAX: 03(5445)1774

安全衛生総合会館 5階研修会場

（東京都港区芝5-35-2） （※下記地図参照）講師：鈴木 満 氏

【講演1】13:25～14:25（60分）

前タイ国日本大使館参事官兼メンタルヘルス広域担当医務官
元外務省メンタルヘルス対策上席専門官兼診療所副所長
中外製薬株式会社 統括産業医

（会場受付は、12:30より開始いたします。）

最寄駅 JR田町駅 もしくは 地下鉄三田駅

ん。当日、受付にて検温後、裏面の参加申込書を受付に提出し

2月15日（水）までにご送付下さい。参加証は特段ございませ

「コロナ禍における海外健康支援の変化と課題」

講師：岩崎 明夫 氏

【講演2】14:35～15:35（60分）

産業医科大学 作業関連疾患予防学研究室 非常勤助教

（厚生労働省 補助対象事業）

【情報交流会】15:45～16:30（45分）

コロナ禍も3年目に入り、経済活動との両立、日常生活の
回復などその変化は著しい。海外赴任者の健康支援にお
いても、当初の戸惑いの時期から、変化を捉え、課題に向
き合う時期にきているといえよう。変化と課題から対応を考
察する。

精神科医としての視点より、パンデミックを含む海外での大
規模緊急事態におけるメンタルヘルスケアを中心に、現地
邦人コミュニティによる支援、対応事例（駐在員）、海外生
活でのセルフケア、いかに孤立を防ぐか、帯同家族のケア
等を含め発表する。

「激動の時代における海外邦人メンタルヘルスケ
ア支援の現状と課題」

対 象

中央労働災害防止協会

Mail: trajisha@jisha.or.jp

定員（先着順）: 50名

で検索）よりダウンロードの上、事務局へメールにて令和5年

会場にお入り下さい。

※新型コロナウイルスの感染再拡大のため、オンライン開催とさせていただきます。

Zoomを使用して開催いたします。

参加ID等は2月上旬頃にメールにて送付いたします。

参加者とのワークショップ～「交流資料」を事前にご
記入いただき、令和5年2月3日（金）までにメールに
て事務局宛にご提出ください。当日は、「交流資料」
にもとづき講師及びご参加の皆様で情報交流を行
います。
※「交流資料」（記入用紙）は、申込受付後に各参加者宛にメールで送付されます。
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